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タンチョウの国際化と給餌

理事長　百瀬邦和

　今冬も給餌場には多くの外国からの観光客が訪れていました。中
国や台湾からの人たちが多かったようですが、ヨーロッパやオース
トラリアからのグループも少なからず見かけました。彼らの目に給
餌場のタンチョウはどのように映っているのでしょうか。実は道外
からみえた方から聞いた話ではっとしたことがありました。給餌場
は観光客にタンチョウを見せるために餌をまいて集めている場所だ
と思っているというのです。確かに現状を見ればその通りかもしれ
ませんが。改めて「給餌」の現状を考えさせられました。
　北海道での給餌は、よく知られているように絶滅寸前の状態から
餌不足解消のために地元の農家や学校が中心になって始められまし
た。冬の餌不足への対策として始められた給餌が功を奏し、北海道
のタンチョウへの給餌は保護活動の成功例として知られるようにな
りました。給餌場は今もタンチョウ保護活動の最前線のひとつなの
ですが、給餌場を訪れる多くの人にはそれが伝わっているのか疑問
が残ります。そして私たちを含めたタンチョウに関わる各方面の人
たちにも、ともすれば意識から抜けてしまいがちなのかもしれませ
ん。まして、初めて北海道の給餌場を訪れる外国の観光客に「保護
活動としての給餌」というメッセージは伝わっているのでしょうか。
彼らが持ち帰る北海道とタンチョウの印象がその国の世論に影響し
ていく可能性は無視できないと思います。地元でのアピールは増々
必要になっています。
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　法庫（ファクー）県は遼寧省瀋陽

市から約 75 km 北にあるところで、

ソデグロヅルをはじめとしたツル

類や多くの水鳥類が渡りの際に利

用するファンジドンという人工の

湿地（貯水池）が近くにあります。

昨年 10 月に国際ネイチャースクー

ルが当地で開かれ当法人も参加し

ましたが、県の観光局が同スクール

に全面的に協力された経緯があり

ます。今回は法庫県が主催した第 6

回瀋陽法庫国際ソデグロヅル祭が 3

月 27 日に開かれ、中国国内をはじ

め、ロシア、アメリカ、モンゴル、

瀋陽法庫県で開かれた国際ソデグロヅル祭と国際ナベヅ
ルマナヅルネットワークの発足　　　　　　　百瀬邦和

ツル類の中継地の湿原のひとつで周辺は激しい土壌浸食が進んでいる

生徒によるマスゲーム

韓国、日本から計 14 名のツル関係者が招聘されま

した。日本からは出水市ツル博物館の原口さんと私

が出席しました。

　式典では「ソデグロヅル保護法庫国際宣言」の署

名式、当日（3 月 27 日）を「世界ソデグロヅルの

日」とする提案、市内小学生と市民チームによるソ

デグロヅル踊り（マスゲーム）、中学校での湿地環

境保護に関するレクチャーなどが行われました。式

典の後はファンジドンや周辺のいくつかの湖を見学

し、ソデグロヅル、ナベヅル、クロヅル、コウノトリ、

そして沢山のガン・カモ類やシギ・チドリ類を見る

ことができました。この地域の湖は例外なく、広く

て浅い盆というより浅い皿のようになっているので

水鳥たちにとっては好適な環境なのでしょう。遼寧

省北部から内モンゴル自治区にかけてはこのような

湖が沢山ありますが、水鳥の状況について実情把握

がまだ進んでいないのが現状のようです。

　今回は国際ソデグロヅル祭の式典に会わせて、国

際ナベヅルマナヅルネットワーク（IHWCN）の設

立会議が開かれました。このネットワークは 2009

年に釧路で発足した国際タンチョウ

ネットワークをモデルに発案され、昨

年１月に開かれた鹿児島県出水市での

国際ツルシンポジウム、並びに、今年

１月に釧路で開かれた MOP8 で顔を

合わせたツル関係者の間で議論された

結果を受けて、此の度発会の運びとな

りました。IHWCN のカウンシルはナ

ベヅルとマナヅルが生息しているロシ

ア、モンゴル、中国、韓国、日本、そ

して ICF から各々選ばれた１または 2

名によって構成されており、代表には

私（百瀬邦和）が、副代表には韓国水

鳥ネットワークのリー・キサップ博士

が選ばれました。
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市民向けシンポジウム「シマフクロウ・タンチョウを指
標とした生物多様性保全：北海道の過去・現在・未来」
が開催されました　　　　　　　　冨山奈美・百瀬邦和

　2015 年 2 月 11 日　北海道大学学術交流会館に

て、市民向けシンポジウム「シマフクロウ・タンチョ

ウを指標とした生物多様性保全：北海道の過去・現

在・未来」が開催されました。このシンポジウムは、

3 年間にわたってタンチョウ保護研究グループと北

海道大学が調査研究を行った、環境省環境研究総合

推進費（4D-1201）の研究成果を紹介するもので、

これからの北海道にカムイの鳥と共に生きるための

自然を再生できるのか、をテーマとしたものです。

タンチョウ保護研究グループからは正富欣之副理事

長と竹中健研究員が参加しました。竹中さんは「シ

マフクロウのみえざる姿を解明

する －シマフクロウのフィール

ド研究最前線－」を、正富さん

は「北海道のタンチョウの今 －

ロシアとの比較から見えてきた

こと－」のタイトルで講演発表

をしました。北海道大学からは、

増田隆一教授が「タンチョウと

シマフクロウにおける遺伝的多

様性の歴史と将来」について、

小泉逸郎准教授はが市民参加の

鳥類観察記録からシマフクロウ・

タンチョウ保全の意義を探る」

というタイトルで、タンチョウ

とシマフクロウを保護すること

により湿原環境と森林環境に生息する他の多くの鳥

類種が保護されるという数理モデルの発表、また、

中村太士教授が「北海道の土地利用予測から見えて

くる生息地保全と復元の可能性」についての発表さ

れました。

　シンポジウムの後半は、中村教授の司会で、発表

者に環境省釧路自然環境事務所の藤井好太郎課長を

加えた計６名が、会場から寄せられた質問にパネリ

ストが答える形で進められました。4 時間 15 分に

わたる長時間のシンポジウムでしたが、内容も充実

したもので、会場は最後までほぼ満員でした。　

国際ツル財団 (ICF) のカスタムジャーニーをお迎えしま
した　　　　　　　　　　　　　　　　　　百瀬ゆりあ

　2014 年 12 月 1 日から 16 日までの日程で中国・

韓国・日本のツルを訪ねる旅が国際ツル財団 (ICF)

の主催で行われました。この旅は ICF が毎年、ICF

の理事や高額寄付者を募って、世界中のツルを訪ね

ているカスタムジャーニーの一環で 2 年前から計

画されており、RCC は計画策定段階から ICF の要

請で係わってきました。

　参加者は ICF 共同創設者のジョージ・アーチボル

ド博士と ICF の代表で CEO のリチャード・ベイル

ファス博士とに率いられたお客様方 9 名です。イ

ギリスからのお一人以外はアメリカからのご参加で

した。中国では ICF 上級副代表のジェイムズ・ハリ

シンポジウムで発表する正富副理事長
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MOP8 会場に出したブース

MOP8 での活動紹介　                                                 井上雅子

スと同じく ICF 中国プログラムコーディネーターの

フェンシャン・リーとが、韓国では韓国水鳥ネット

ワーク代表のキーサップ・リーと韓国ツルネット

ワーク代表のジョンハク・パークとが、そして日

本では RCC 理事長百瀬と事務局の百瀬ゆりあとが、

各々、同行し対応しました。

　今回の旅の目玉は中国のポーヤン湖でのソデグロ

ヅル、韓国の非武装地帯周辺でのタンチョウ、そし

て日本の北海道・道東でのタンチョウ、ということ

ですが、博物館訪問や地元の方々との交流、また、

様々なレクチャー、ワークショップへの参加も盛り

込まれています。ツルをご覧になるだけではなくそ

れぞれのツルがおかれている自然・社会環境や歴史

などへの理解をより深め、これからの ICF の活動を

後援する上で役立てられるようになっています。

　日本での滞在は 12 月 12 日から 16 日まででし

た。来日直前の韓国では一日になんと 7 種ものツル、

タンチョウ・マナヅル・ナベヅル・クロヅル・ソデ

グロヅル・カナダヅル・アネハヅル、が見られたと、

みなさん大変なハイテンションでお越しになり、一

体タンチョウしかいない道東でどうなるものやらと

内心心配でしたが、そこはさすが北海道のタンチョ

ウ。其れまでは一面茶色であった地面も雪が協力し

てくれ、12 月の中旬としては珍しく、綺麗な白で

覆われて、みなさんご期待の雪の上のタンチョウを

ご覧にいれることができました。

　また、わたくし達 RCC の活動にも興味を示され、

特に 2009 年に始めた「俵橋湿原ゆめプロジェクト」

はとても重要そうなので詳しいことを教えてほし

い、との嬉しいお申し出が複数件ありました。これ

からに繋がるよう頑張っていかなくてはとおもいま

す。

　このカスタムジャーニーは今のところ 2016 年

の 12 月にまた日本に戻ってくる予定です。2 年後、

タンチョウとタンチョウを取り巻く環境はどのよう

になっているでしょう。わたくし達はその時どのよ

うなタンチョウをお見せすることができるのでしょ

うか。

　「東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・

パートナーシップ（EAAFP）」という、渡りをする

水鳥の保全のための国際的枠組である第８回パート

ナー会議（MOP8）が、今年１月

16 日〜 21 日にかけて、日本で

はじめて、釧路市において開催さ

れました。

　会場となった釧路市観光国際交

流センターには、当会の活動を紹

介するコーナーが設けられ英語版

のポスターを展示（写真）、地球

環境基金の助成金で作成した「湿

地之神」シリーズなど、当会で発

行した冊子類を置いて自由に持ち

帰っていただきました。

　 ま た、MOP8 の 最 終 日（1 月

21 日）には、この会議に出席さ

れた国内外の専門家を招いて市民

向けシンポジウム「渡り鳥が来る

自然を守る地域の活動」が釧路市

の主催で行われ、パネリストの一人として百瀬邦和

理事長が参加しました。
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冬のタンチョウ総数調査　　　　　　　　　　貞國利夫

　2015 年 1 月 29 日から 2 月 8 日まで冬季タンチョ

ウ総数調査が行われました。1 月 29・30 日は十勝

地域、1 月 31・2 月 1 日は鶴居村、2 日は茅沼地域、

3 日は標茶町中茶安別、5 日は根室地域、6 日は音

別町、7 日は阿寒町、8 日は鶴居村で終日調査を行

いました。調査時期は昨年度と同じ 1 月下旬から 2

月上旬と変わりませんが、実はいくつか違う点があ

ります。まず一つ目は十勝地域の調査日数が 1 日

増えていることです。これまでは 1 日間で対応す

ることが出来ていたのですが、十勝地域のタンチョ

ウの越冬数の増加や越冬地域の拡大によって、2 日

間の調査日を確保する必要がでてきたためです。そ

のおかげか、十勝地域では予想以上の数を確認す

ることができ、スタートは上々の滑り出しでした。

しかし、1 月 31 と 2 月 1 日に行われた鶴居村の調

査では、道東沖に停滞した低気圧の影響で 31 日は

午前中で中止。1 日はなんとか終日調査は行えたも

のの、暴風雪の影響かタンチョウは川の中

に入ったまま給餌場へ飛来しない個体が多

かったようで思うような調査ができません

でした。2 日の茅沼地域では前日からの降

雪は収まったものの、強風による地吹雪で

多くの道路が封鎖され、またタンチョウも

普段見られる場所へは現れませんでした。

3 日の標茶町中茶安別、5 日の根室地域で

も風が強く、吹き溜まりによる通行障害が

ありましたが、牧場にお邪魔しての聞き取

り調査を増やし、また予備日としていた 2

月 4 日に補足調査を行なうなどの対応をしました。

低気圧が移動しようやく落ち着いた 6 日の音別町

と 7 日の阿寒町は、順調に調査を行うことができ

ました。そこで、本来は 8 日も阿寒町で調査を行

う予定でしたが、調査不十分だった鶴居村を再調査

することにしました。野生動物や天候相手の調査で

すので、毎回その時の状況によって判断をしなくて

はなりません。今回もどのような結果になるかハラ

ハラしていました。結果、8 日の調査は見事に数を

おさえることができ、鶴居村地区の正確な数を把握

することができました。今年は度重なる暴風雪で大

変苦労しましたが、最後は天気に恵まれ良い結果を

得ることができ良かったと思います。今年の調査

は、のべ 216 名のボランティアの方の協力で行わ

れました。悪天候が多く厳しい条件でも、調査にご

協力くださった皆さまのおかげで良い調査となりま

した。ありがとうございました。

タンチョウ保護研究グループが「仮認定特定非営利活動
法人」となりました

　北海道に申請していた「仮認定特定非営利活動

法人」の資格が、平成 27 年 2 月 12 日付「道生第

2214 号指令」で受理されました。

　これにより一部税法上の優遇措置を受けることが

できるようになりましたので、確定申告の際に必要

な領収書を発行いたします。この優遇措置はお住

まいの地域によって異なることがありますが、北

海道の場合はホームページで以下のように解説し

ています。http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/

npokatudoukihu.pdf

◎認定（仮認定）ＮＰＯ法人制度について

ＮＰＯ法に基づき、広く市民から支持を得ているな

ど一定の基準を満たしているＮＰＯ法人を所轄庁

（都道府県・指定都市）が認定（仮認定）する制度です。 
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　所轄庁から認定（仮認定）を受けたＮＰＯ法人を

認定（仮認定）ＮＰＯ法人といいます。

なお、今回の有効期限は平成 30 年 2 月 11 日まで

ですので、3 年後には「認定特定非営利活動法人」

となれるよう、体制を整えてまいります。

長沼町でタンチョウ誘致のシンポジウムが開催されました　松本文雄
　昨年 11 月 9 日に北海道夕張郡長沼町で「タンチョ

ウが舞う千歳川流域の地域づくり」というシンポジ

ウムが開催されました（主催：舞鶴遊水地にタンチョ

ウを呼び戻す会・（公財）日本生態系協会）。長沼町

は北海道西部に位置し、タンチョウの現在の主要な

生息地である十勝・釧路・根室地方からは 100km

以上離れています。ただし、かつてはツルが多く生

息していたところで、近年も、ときおりタンチョウ

の飛来が確認されています。

　町内には千歳川が流れています。千歳川は支笏湖

を源として石狩川にそそぐ全長およそ 100km の河

川で、大雨のたびに氾濫し、周辺に大きな被害を及

ぼしてきました。この氾濫を防ぐために、1980 年

代に千歳川から太平洋に人工水路を作る「千歳川放

水路」が計画されました。しかし、これは周辺環境
長沼町の位置（●）赤丸は主なタンチョウの生息地

へ及ぼす影響が大きいことから、紆余曲折を経て中

止となりました。その代りの治水対策として、千歳
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川流域に 6 か所の遊水地を作り、河川氾濫時の水

溜めとすることになりました。遊水地は通常は地域

のために利用してよいということになり、各自治体

でその利活用が考えられています。長沼町にある遊

水地をタンチョウの生息地にできないかということ

で、地元の農家の人たちが中心となって「舞鶴遊水

地にタンチョウを呼び戻す会」が結成されました。

会では日本生態系協会の協力のもと、計画の立案や

地盤づくりに取り組んでいます。当法人の百瀬理事

長も現地に赴き、アドバイスを行っています。

　11 月 9 日には地元向けのシンポジウムが開かれ、

基調講演として正富宏之理事が「タンチョウ　その

魅力と共存への課題」という題目で、タンチョウの

生態と北海道における歴史、舞鶴遊水地にタンチョ

ウが生息するための課題について話をされました。

正富先生は、北海道のタンチョウ保全の観点から、

北海道西部にタンチョウの生息地が広がっていくの

は重要であること、地元の人が懸念する農業被害等

に関しては、ガン類の事例が参考になり、共存は可

能であることなどを話されました。

　もう一つの基調講演として佐渡市総合政策課の渡

辺竜五課長が「人とトキが共生する鳥づくり」とい

う題目で講演されました。佐渡では野生では絶滅し

たトキが放鳥され、新たに繁殖を始めていますが、

この取り組みに対して地元では反発もありました。

渡辺氏は市職員の立場からこの事業に関わり、トキ

の放鳥と新たな街づくりに取り組んできました。渡

辺氏によれば、トキの放鳥には単なる鳥の保護の観

点だけではなく、トキを利用した新たな街づくり、

人づくりが重要であるということでした。佐渡は米

舞鶴遊水地の風景

作りが盛んな場所ですが、米価の下

落や生産量減などの問題が起きてい

ます。これらを問題を解消するため

にトキを利用したブランド米の開発

を行いました。また、生産者と消費

者を結ぶ取組みも行い、このような

自然や鳥に配慮したブランド米は都

会の消費者の理解を得ることができ

たということです。渡辺氏の話で印

象的だったのは「農村というのは農

作物（米）を作り出すだけでなく、

それ自体が日本の文化である」とい

うことでした。都会の消費者に、単

に米（農産物）を買っているだけではなく、農村文

化を買っている（維持している）のだという意識を

持ってもらうことが大切で、消費者の意識を変えて

いくことが重要であるということでした。また、地

元の人たちの中で一番大変なのは、反対派ではなく、

無関心層であるということ、この無関心層の農家さ

んもトキを実際に自分の畑で見ることによって、関

心を持ってもらえるようになったという話なども興

味深かったです。

　その後は宮城県で米作と冬鳥の共存をめざす「ふ

ゆみずたんぼ」に取り組まれている日本雁を保護す

る会の呉地正行会長を交えてのパネルディスカッ

ションを行いました。呉地氏は「ふゆみずたんぼ」（冬

季に水田に水を張ることによって、冬鳥の越冬地と

して利用し、水鳥の糞や土中の微生物の力で水田を

豊かな土壌にし、減農薬、減肥料の米作を行う）の

取り組みや、地域ブランドの確立について話をされ

ました。農業被害については、農業被害の実態をつ

かむこと、それから被害補償などのを作っていくこ

とで解決可能であると呉地氏は話していました。

　シンポジウムの関心は高く 100 人以上の参加者

がいました。地元だけでなく、札幌からの参加者も

いました。私も友人と共に釧路から参加し、午前中

には、その舞鶴遊水地も見学してきました。現状で

は、まだ広い草地で、一部に水面があり、サギ類な

どが見られました。ここにタンチョウが生息する姿

はにわかに想像できませんでしたが、タンチョウの

分散化を進めていくうえで、重要な取り組みになる

と思いますので、今後に期待したいと思います。
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〈活動記録〉（2014 年 12 月〜 2015 年 3 月）

12 月 3 日　 運営会議 (8 名出席 )
12 月 12 日～ 16 日　ICF の道東ツアーに同行（百

瀬邦和、百瀬ゆりあ）
12 月 19 日   会報 Tancho23 発送、釧路湿原自然

再生協議会 第５回全体構想見直し
ワーキンググループ会議に出席（井上）

12 月 20 日   韓国ソサン (Seosan) 市の上級職員
Mincheol PARK 氏ら 3 名来釧、タン
チョウの生息状況の視察案内

1 月 8 日　　カウント調査班長会議
1 月 12 日　 カウント調査勉強会
1 月 16 日〜 20 日　東アジアフライウェイネット

ワーク会議にオブザーバー参加（百瀬
邦和、百瀬ゆりあ）

1 月 21 日　 シンポジウム「渡り鳥が来る 自然を
守る 地域の活動」（釧路市主催）にパ
ネリストとして参加　（於：釧路、百
瀬邦和）

1 月 22 日　 日本ツル・コウノトリネットワーク総
会に出席（於：釧路、百瀬）

1 月 25 日　 カウント調査に向けた班長会議
1 月 27 日　 釧路湿原自然再生協議会 第 17 回旧川

復元小委員会に出席（井上）
1 月 29 日〜 2 月 8 日　総数カウント調査
2 月 10 日　 北海道くらし安全局道民生活課から認

定 NPO 現地調査に来所
2 月 11 日　 シンポジウムで発表（於：札幌、正富

欣之）
2 月 13 日　 運営会議＆カウント調査反省会 (12 名

出席 )
2 月 19 日～ 23 日　韓国 DMZ で DNA 分析用の資
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料採取（百瀬）
3 月 5 日　　池田河川事務所での情報交換会に出席

（百瀬）
3 月 6 日　　環境省の推進費最終発表会に出席（於：

東京、百瀬）
3 月 6 日　　運営会議 (8 名出席 )
3 月 9 日　　釧路湿原自然再生協議会 第 24 回再生

普及小委員会に出席（井上）
3 月 11 日　 環境省タンチョウ検討会に出席（百瀬）
3 月 12 日　 北海道横断自動車道（阿寒〜釧路）タ

ンチョウ保全検討会に出席（百瀬）
3 月 16 日　 第 21 回釧路湿原自然再生協議会に出

席（百瀬）
3 月 23 日　 北海道根室振興局農村振興課と「農業

農村整備事業における平成 27 年度施
工箇所について」協議

3 月 24 日　 釧路湿原自然再生協議会、土砂流入小
委員会に出席（井上）

3 月 25 日〜 30 日　中国・法庫（ファクー）で開
かれた第 6 回瀋陽法庫国際ソデグロ
ヅル祭に出席（百瀬）

長沼町舞鶴小学校の校章。マナヅルをモチー
フ（近くで過去にマナヅルの繁殖記録がある）


